


THE MOUNTAIN 
AND THE WAVE

ザ・マウンテン・アンド・ザ・ウェイブ

サーフィンを愛する気持ちから生まれたクイックシルバー。ロゴマークには波、そして山が

描かれている。ブランドの思いは海というフィールドを超え、地球全体に広がりを見せた。

その哲学とは、人々を喜ばせるために最高のプロダクトを生みだし、あらゆる人たちの遊び場

である美しい自然に還元すること。この1冊に表現されたクイックシルバーが誇る50年以上の

歴史とブランドをユニークに彩ってきたアートワークに宿るのは、シンプルな遊び心だ。

ロス・クラーク・ジョーンズ、アウトサイド・ログキャビン、1998年



トム・キャロル、パイプライン、2005年



ケリー・スレーター、インドネシア、2004年



WE ARE THE 

ORIGINAL 

BOARDSHORTS 

COMPANY

ボードショーツとともに

クイックシルバーは1969年に誕生した世界初の本格的なボードショーツ

カンパニー。長年にわたって世界中のビーチコミュニティを結びつけ、

世界タイトルを獲得し、ファッションのシーンを盛り上げてきた。サーフ

カルチャーのアイコンとして、確固たる地位を築いたクイックシルバーの

ボードショーツの歴史、その功績を今あらためて振り返ってみよう。
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THE HISTORY OF 
QUIKSILVER BOARDSHORTS
クイックシルバーが築いたボードショーツの歴史

1980s1970s

Mid-70s solids
ミッドセブンティーズ・ソリッド
1970年代半ばには早くも他社と一線を画す
ボードショーツのスタイルを確立。デザインも
素材も独特で、とりわけ腰穿きを想定して低めに
配置された幅広のヨーク型ウエストバンドは画
期的。ダブルスナップボタンにベルクロフライを
組み合わせることで着脱が容易になると同時に、
激しく波に巻かれても脱げる心配がない。アク
セントとなるウエストバンドの2色に加え、パイ
ピングに３色目を加えたタイプも存在する。

Echo Beach 1
エコービーチ・ワン
1980年、サーフスタイルとニューウェイブが
交錯したエコービーチが誕生。このシリーズに
は、ボードショーツ全面にチェッカーやハーレ
クイン柄、色鮮やかなポルカドットがプリント
されたものもあれば、ボディは無地でサイド
パネルに柄を加えた仕様もある。エコービーチ
の大成功によって弾みをつけたクイックシル
バーはボードショーツだけでなく、ウォーク
ショーツやトップス、ジーンズ、ジャケットなど、
サーフカジュアルウェアを展開するブランドと
してさらなる成長を遂げることになる。

Echo Beach 2
エコービーチ・ツー
エコービーチというシリーズ名
はカナダのニューウェーブバン
ド、マーサ & ザ・マフィンズが
1980年にリリースした楽曲から
のアイデア。このシリーズの人気
はすさまじく、サーフィンという
枠を大きく飛び越え、サーフフ
ァッションをアメリカンスポーツ
ウェアの象徴的なスタイルとし
て定着させることにも貢献した。

Mid-70s panels
ミッドセブンティーズ・

パネル
ボードショーツに色違いのサイドパ
ネルを合わせたのは、1976年に
ボブ・マックナイトとジェフ・ハック
マンが米国市場における権利を
手に入れる少し前。クイッシルバー
USAはもともとオーストラリアか
らの輸入品を販売していたが、や
がて現地生産に切り替える。最初の
うちは本国の仕様で生産していた
ものの、10年後には速乾性に優れ
た混紡素材などを使ったオリジナル
デザインがアメリカでも作られた。

Australian Print
Interpretation
オーストラリアンプリント・
インタープリテーション
クイックシルバーのアーティスト
兼デザイナーのサイモン・バトンシ
ョウは、ハワイから遠く離れたオ
ーストラリアのトーケイにいながら
ポリネシアの伝統的なパレオ柄の
独自解釈を試みた。滑らかなサテ
ン生地はボードショーツにエキゾ
チックな質感を与え、異国情緒溢
れるサーフィン体験を演出するの
にうってつけのデザインになった。

Duck logo
ダックロゴ
1970年に製品化されたボード
ショーツ第１号。機能的だったも
のの地味な無地のコットン製で、
スクエアなシルエットに細身の
ウエストバンド、そしてベルクロ
フライとシングルスナップボタン
が特徴だ。刺繍のロゴは世界中
に知られている現行のものとは
異なり、黒地に赤の白鳥。それは、
ラベルメーカーから提案された
あり合わせのデザインだった。

ST Comp
エスティーコンプ
1980年代中盤、プロサーフィン
ツアーはどんどん勢いづく。エス
ティーコンプはそんなコンペシ
ーンに触発されたスタイルと機
能性が特徴だ。ハイパフォーマン
スサーフィンに求められる運動
性能を重視し、２方向に伸縮する
コットンとライクラの混紡素材を
使用。さらにマウンテン・アンド・
ウェイブをよりハードなイメージ
にした新ロゴをリリース。その
ロゴは現在も使われている。

Heat Wave
ヒートウェイブ
エコービーチ同様、ヒートウェイ
ブという名前も1980年代初頭
にリリースされたニューウェーブ
のヒット曲から拝借したものだ。
この頃から独自のアートワーク
を施したボードショーツはクイ
ックシルバーのトレードマーク
となり、オーストラリアとカリフォ
ルニアのデザイナーたちは新しい
プリントを次々と開発するように。

Neon Butt logo
ネオンバットロゴ
1980年代後半にかけて、ビーチ
ライフスタイルは世界のスポー
ツウェア市場の牽引役を担った。
クイックシルバーを筆頭とする
サーフブランドが発信したデザ
インをカジュアルウェアから高級
ブランドまでこぞって模倣した事
実からも人気のほどがうかがえ
る。ネオンカラーのボードショー
ツのお尻に派手なロゴをプリント
したデザインは、サーフィンと
ビーチバレーから着想を得た。

Hoffman prints/
Quiksilver Country
ホフマンプリント／クイックシルバーカントリー
クイックシルバーは1970年代半ばから後半にかけて、ホフ
マン・カリフォルニア・ファブリックが開発したカスタムプリント
をボードショーツに取り入れ始めた。’40年代から’50年代の
ハワイアンシャツに見られるトロピカル柄はサーフィン界で
長く親しまれてきたモチーフ。’70年代に入り、アーティスト
たちがエアブラシを使ってサーフボードやTシャツにトロピカ
ルな装飾を施すようになると、サーフィンやビーチカルチャー
があらためて注目の的に。そうして生まれた新たなデザイン
は、クイックシルバーカントリーと呼ばれるシリーズとなった。

ST Comp 2
エスティーコンプ・ツー
サイドパネルにあざやかなプリントを配したエスティー
コンプ・ツーのボードショーツ。1980年代後半にサー
フルックの主流となるネオンカラーデザインの先駆け。

1969年の創業以来、絶えず機能性とファッション性を兼ね備えた

プロダクトを開発してきたクイックシルバー。ここに見られるように、

ブランドの中核を成すボードショーツのデザインは時代の空気を

取り込みながら様々に変化してきた。だが半世紀以上に渡って変わら

ないものがある。それは、オリジナリティと品質への強いこだわりだ。

クイックシルバ
ーカントリーの
初期モデルを
身につけたマ
イケル・ホー。

クイックシルバーカントリーの
モデルとして起用されたブルース
・レイモンドとスティーブ・ジョ
ーンズ。1975年。

ロキシーのボードショーツ第１
号を着て、派手にスプレーを飛
ばすリサ・アンダーソン。

エコービーチを着用した
ゲイリー“コング”エルカートン。
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2000s1990s

7 Stars
セブンスターズ
クイックシルバーのデザイナー陣は、ケリー・スレー
ターが2005年の秋に７度目の世界タイトルを獲得
する前からエコービーチの刷新に取りかかる。前人未
到の偉業を讃えるため、1990年代にケリーがとり
わけ気に入っていたフォイルスターをリメイクするのは
当然の流れだった。’80年代当時のデザインを再現
しつつ、先端をいくマイクロファイバー技術を組み合
わせたセブンスターズのボードショーツは完全限定品
として見事に蘇った。

Pareo Prints Redux
パレオプリント・リデュー
クイックシルバーが1970年代終盤に初めてボードショーツに
取り入れた伝統的なパレオ柄は、20年後にカムバックを果たす。
だがこのときは当初と違い、サーファーの間では丈の長い
シルエットが主流だった。当時６度目のワールドタイトル獲得と
いう前人未到の記録を打ち立てたケリー・スレーターがコンテ
ストでもフリーサーフィンでもこのボードショーツを穿いたため、
世界中のサーフショップでパレオ柄の人気が爆発。

Neo Geo
ネオジオ
クイックシルバーがボードショーツというカテゴリーでの成功を
収めた理由は斬新なグラフィックだけではない。伸縮性の高い
ライクラ素材を用いたネオジオシリーズは1990年代半ばにリリ
ースされた。それはクイックシルバーがウェットスーツの製造に
乗りだした時期と重なる。抜群のフィット感と桁はずれの柔軟性を
併せ持つこのシリーズには、’50年代半ばに誕生して以来、たゆ
まぬ進化を重ねてきたウェットスーツのテクノロジーが応用され
ている。２度の世界チャンピオン、3度のパイプマスターに輝いた
トム・キャロルは速乾性に優れたネオジオを好んで着用した。

Foil Star
フォイルスター
際立ったスタイルは復刻されたり
再提案を繰り返すもの。2000年
代初頭に発表された無地のボデ
ィに星柄を配したフォイルスター
のように。ウェイン“ラビット”バー
ソロミューはエコービーチ時代の
幕開けに赤地に白い星柄のボー
ドショーツを愛用した。いっぽう、
ケリー・スレーターが穿いた復刻
デザインはオリジナルに通ずる
雰囲気を持つもののモダンな趣。

Ghetto Dog
ゲットードッグ
文化的な現象へと発展を遂げ
たグラフィティアートの影響は
1980年代後半のサーフシーン
にも波及する。このゲットードッグ
・シリーズもその一例だ。誇張さ
れた荒削りなモチーフはオース
トラリアのデザイナー、ピーター
・ウェブのひらめき。それは当時
のサーフィン界の新興ブランド
だったマンボが次々とリリース
する奇抜なプリントへの対抗手
段でもあった。

Gen X
ジェネレーションエックス
サーフルックがアパレル界を
席巻していくなか、本家のサー
フブランドは主導権を奪い返す
べく、若年層の価値観にマッチ
する斬新なデザインを模索し
始めた。1990年代初頭に開発
されたジェネレーションエック
ス・シリーズは時代の先端をい
くグラフィックとトーンを抑えた
色使いが特徴。この頃から
レングスの長いボードショーツ
が人気を取り戻す。

Cell
セル
セルはアートとサイエンス、機能
とフォルム、そしてサーフィンな
らではの楽しさを現代のスタン
ダードにもとづいて解釈しなお
したボードショーツ。2005年に
登場したこのシリーズは、速乾性
に優れたマイクロファイバーや
2方向ストレッチ素材、それに
縫い目のない溶着シームといっ
たテクノロジーとクリエイティブ
な発想が見事に融合している。

90s Roxy
ナインティーズ・ロキシー
女性たちがかつてない規模で
サーフィンの世界に参入し始め
た90年代半ば。クイックシルバ
ーは時代の変化にシンクロす
べく、間髪を入れずにロキシーを
立ち上げる。ロキシーがリリー
スしたサーフィン業界初の女性用
ボードショーツはフェミニンか
つ機能的。４度の世界タイトル
保持者であるリサ・アンダーソン
が着用したことでいっきに世界
中に広まった。

Art Series
アートシリーズ
正式名称はザ・ウェブマスター・アートシリーズ。クイ
ックシルバーのベテランアーティストであるピーター
・ウェブが発案し、カリフォルニアのナタス・カウ
パス、そしてニューヨークで活動するオーストラリア
出身のアーティスト、ジョシュ・ガリーが参加したこと
によって実現した、斬新なアイデアが集結したボード
ショーツだ。アートシリーズは印象派のアーティスト
や現代のアートスクールに向けたオマージュを含み
つつ、サーフルックも色濃く反映している。

Surfers of 
Fortune
サーファーズ・オブ・
フォーチュン
この頃クイックシルバーはザ・
クロッシングという世界規模の
サーフアドベンチャーを実現した。
サーファーズ・オブ・フォーチュン
はコアなトラベルカルチャーを礼
賛するカモフラージュ柄を基調
としたシリーズ。飲み水やワック
ス、小銭などの収納を想定した
マルチポケットを装備した。

2000s Roxy
ツーサウザンズ・ロキシー
2000年代に入ると、ロキシーの
ボードショーツはコアサーファー
からファッショニスタまで幅広い
人気を呼ぶようになる。リサ・アン
ダーソンが手がけたモデルはガー
ルズサーファーたちの注目を
集めた。ロキシーのボードショー
ツは波を切り刻むためだけに
あるのではない。レングスの異な
るスタイルを選べばビーチパー
ティーにももってこい。

アーリーナインティーズ・
ウォーペイント
1990年代初頭、プリミティブなモチ
ーフを扱ったアートワークがサーフ
ウェアの主流となっていく。アフリカ
やインドネシア、南米といった国を
めぐったサーファーたちは、旅先での
異文化交流からインスピレーションを
得てきたのだ。’80年代半ばのデザ
インに新たな解釈を加えたウォーペイ
ントのように、クイックシルバーを
始めとするコアブランドは独特なスタ
イルを築き上げていった。

Bunny Cooker
バニークーカー
スクリーンプリントや刺繍、パッチなどふんだんに装飾を施した
バニークーカー。このシリーズはボードショーツにエアブラ
シでグラフィティ風のアートワークを吹きつけて一点一点カ
スタマイズした2005年の限定アイテムだ。ますます画一化が
進む時代を迎えるなか、バニークーカーは画期的な取り組みと
して評判を呼ぶ。前開きにベルクロを排除し、ウェットスーツ
と同素材のネオプレーン仕様に変えたことで着脱が容易にな
り着心地も向上。ライクラ素材を用いた裾の補強により、ライ
ディング中に長めの丈が膝に引っかかることを防止している。

ネオジオのボードシ
ョーツを穿き、トロフ
ィー片手に誇らしげ
なトム・キャロル。

フィールドテスト中の
トロイ・ブルックス。

ケリー・スレーター、冬
のノースショアにて。
2005年。

Early 90s Warpaint
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「他にはない、優れたボードショ

ーツをつくりたい」

　わたしたちはその一心でデザイン

を開始した。それはクイックシルバー

初の経営理念となる考えだったのか

もしれない。もっとも、当時は経営

理念なんて小難しいことは誰も考え

ちゃいなかった。

　ここで言う「わたしたち」とは、

オーシャングローブ出身のキャロル・

マクドナルドとトーケイ出身のティム

・デービス、そしてわたしの3人を指す。ときは1969年、ヒッピームーブメント

がメディアで大きく取り沙汰されていた頃。わたしたちの生きていた小宇宙

では、1960年代を締めくくる最後の夏の到来に誰もが浮かれていた。

サーフボードはどんどん短くなり、アクションしやすいデザインへと飛躍的な

進化を遂げ、空の旅も少しばかり手が届くように。たとえ海外へ行かずとも、

車を持つ仲間とガソリン代をシェアすれば、あるいはわたしのように21歳の

誕生日に祖母から車をプレゼントされていれば、ドライブしながら国中の好き

な所に行けた。

　その頃インドネシアのグッドウェイブの噂が広まりつつあり、腕の立つ

サーファーたちは波を追いかけて続々と彼の地へ旅立っていった。そう、当時

は誰もがサーフィンに夢中だったのだ。他のサーファー同様、サーフィンを軸に

人生を設計したいと考えていたわたしは、ある日ボードショーツを作る案を

思いつく。あくまでも単純極まりない発想だ。

　クイックシルバーは業界で最初に最先端技術をボードショーツ開発に導入

したと評価されているが、内情はなんてことはない。実はわたしたちが前開き

部分のフライにスナップボタンとベルクロを使用したアイデアのきっかけは、

リップカールのウェットスーツを製造するための素材が余っていたことだった

（ついでに言うと、キャロルの縫製技術はずば抜けていたものの、フライの

取りつけには不慣れだった）。そしてクイックシルバーのボードショーツのもう

一つの特徴であるボディの切り替えが入ったウエストバンドは、前よりも

後ろのほうが深いため、腰穿きしても体によくフィットした。斬新かつ機能的。

しかも着心地がよく、ウエストバンドの色を切り替えることで他との見た目の

差別化にも成功。そんなわけで、考え抜かれたクイックシルバーのボード

ショーツはサーファーたちに大好評を博した。

　わたしたちの最初の顧客はメルボ

ルンのガーデンベールにあったクレ

ムベルサーフショップで、数か月後に

はトーケイにあった彼らの支店とも

取引を始めた。かねてからオーナー

のレグ・ベルと親しい間柄だったわ

たしは、リップカールの前身となる

ウェットスーツメーカーのパートナー

に彼を迎えたいとかつて誘ったこと

がある。その申し出を断ったベルは

わたしに借りがあると思ってくれて

いたのだ。何にせよ、わたしたちが作ったボードショーツは飛ぶように

売れた。わたしは車でいろんなポイントへサーフィンに出かけ、波に乗る合間

に片っ端からサーフショップを訪ねては商品を売りさばいた。ボードショーツ

を作り、売り歩き、また作る。それは今の時代よりもずっとお気楽な、心地

よいライフスタイルだった。

　月日が経つにつれ、新たにやってくる者もいれば、去っていく者も出てくる。

黎明期にチームに加わったブルースター・エベレットは独創性豊かな男で、

わたしたちのビジネスには欠かせない存在だった。1976年にはジョン・ロー

が仲間になり、その年に初めて本格的な工場に制作拠点を移転した。ジェフ・

ハックマンはベルズビーチで優勝したあと、酔った勢いでアメリカ市場に進出

する構想をわたしたちに持ちかけてきた。その後の経緯は周知のとおりだ。

　わたしはクイックシルバーを通じて素晴らしい人生を享受してきた。この会社

は決して一個人のために存在するわけではない。わたしたちのそのスタンスは

創業当時から一貫している。誰かの独断によってブランドが統制されることは

ありえないのだ。クイックシルバーでは、グローバルな視点に立ちながらも草の

根から行動できる５～6人のグループが意思疎通をはかり、ラフな共通認識を

持ちながらブランドを作り上げている。あえて「ラフ」と表現したのは、いつ

だって全員がすんなり合意してしまうような状態ではないためだ。常に活発な

意見交換が生まれていなければ、健全な発展には繋がらない。

　クイックシルバーは永遠だ。わたしは、わたしたち創業メンバーが成し得た

ことを誇りに思うと同時に、これからブランドが歩んでいく将来に大いに

期待している。

̶ アラン・グリーン、トーケイにて

アイコンたる理由

すべての始まりはボードショーツづくりから

（上）アラン・グリーン、1976年2月。トーケイのプライドストリート29番地にあったクイック

シルバーのオフィスにて。
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The Original Arch DNA　「ザ・オリジナル」本物である所以 The Original Collection　ザ・オリジナル・コレクション

ザ・オリジナル・コレクションのボードショーツの一部を紹介。クラシックなチェッカーフラッグパターンは共通だが、

レングスやクロージャーなどのディテールがそれぞれ異なる。好みのスタイルに合わせてセレクトしよう。

クイックシルバーのすべてはボードショーツづくりから始まった。創業から50年以上経った今、あらためてオリジナルであること

を誇るアイコニックなチェッカーフラッグパターンのボードショーツをリリースする。その意匠は細部にまで宿る。

Arch Construction  アーチパネル
クイックシルバーが1981年に開発したアーチパネルは
ボードショーツに革命的な変化をもたらしたオリジナルデザイン。
体のラインに沿うことでフィット感と運動性を高め、よりよいサーフィンを可能にする。

Contrast Stitching  コントラストステッチ
「ザ・オリジナル」のボードショーツが誕生した当時は
ステッチの色と生地の色を合わせるという贅沢はできなかった。
しかし今、ボディとコントラストのあるステッチは新鮮で格好よく見えるから不思議だ。

Original Arch 18　オリジナルアーチ 18インチ
運動性を高めたレングスが18インチのモデル。ウエストをヒモで締めるタイプで、アクションの際のあらゆる動作をスムーズに行えるようホールドしてくれる。

●カラー：左からBYJ0、MJY0、KVJ0　●サイズ：28、29、30、31、32、34、36インチ　●価格：￥9,680（税込）

Original Arch 16　オリジナルアーチ 16インチ
もっともクラシカルな印象を放つレングスが16インチのモデル。スナップボタンとベルクロのクロージャーにより、簡単かつしっかりとウェストを留められる。

●カラー：左からKVJ6、MJY0、KVJ0　●サイズ：28、29、30、31、32、34、36インチ　●価格：￥9,680（税込）

Original Arch Volley 17NB　オリジナルアーチボレー 17インチ ノンブリーフ
ファッション性の高いレングスが17インチのモデル。ウエストにゴムが入っているためカジュアルに穿きこなすことができる。海はもちろん、街穿きにもおすすめ。

●カラー：左からKVJ0、MJY0、BYJ0　●サイズ：S、M、L、XL　●価格：￥6,050（税込）

Patch  パッチ
アイコニックなマウンテン＆ウェイブロゴがなければ
クイックシルバーのボードショーツは完成しない。ラメの糸が織り込まれた
プレミアムなパッチは「ザ・オリジナル」シリーズならではのこだわり。

Recycled Fabric  リサイクルファブリック
ペットボトルのリサイクル素材からできた4方向ストレッチ素材を使用。
環境に配慮しながらも、妥協することなく機能性を追求している。
水中、陸上問わず、どこへでも穿いていきたい気持ちよさ。

16 17



チームライダーのケリー・スレー
ター（男子ショートボード）とリサ
・アンダーソン（女子ショートボー
ド）、そしてラスティー・ケアウラ

ナ（ロングボード）がそれぞれ世界チャンピオンに。
インドネシアの極上のレフト、Gランドで WCTクイ
ックシルバープロを初開催。究極のプロサーフコンテ
ストのスタンダードを作り上げる。

サーフ、スケート、スノーをテーマにした世界で最初の映画『モンド・エクス
トリーム・エクスペリメント』を発表。
クイックシルバーがジェネレーションエックス・シリーズを開発。

ロキシーがダブルハートロゴを発表。

ケリー・スレーターがパイプマスターズ初優勝。
ケリー・スレーターが初めての世界タイトルを獲得。
クイックシルバー・ビアリッツ・サーフマスターズを開催。
直営店のボードライダーズクラブをハワイに初出店。

リサ・アンダーソンがロキシーと
契約を結び、女子世界チャンピ
オンに輝く。
ロキシーが業界初の女性向けボ
ードショーツを発売。

シルバーエディションの新ライン、キューを展開。

ケリー・スレーターと契約を結ぶ。 ザ・エディでケオニ・ダウニングが優勝。
スノーボードのハーフパイプで世界チャンピオンに輝いたショーン・パーマーと契約を結ぶ。
クイックシルバーがウェットスーツの開発に乗りだす。 女性向けのライン、ロキシーが誕生。
『ケリー・スレーター・ブラック・アンド・ホワイト』がサーフビデオで過去最高の売上を記録。
アンディ・アイアンズがクイックシルバーのチームライダーになる。

70

69

76

77
78

83

87
88

89

90

92
93

91

94

A HISTORY 
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半世紀を超える
クイックシルバーの歩み

オーストラリアのトーケイにあるリップカールのファクトリー
でアラン・グリーンがスナップボタンやベルクロフライな
どウェットスーツのパーツを応用した新しいボードショーツの
開発に乗りだす。
アラン・グリーンがクイックシルバーをスタート。機能性とデザ
イン性に優れたボードショーツを作ることからブランドを始めた。

ダックロゴのボードショーツが初めてオーストラリアのサーフショップ
の店頭にならぶ。それらはやがて初代マウンテン＆ウェイブロゴへ
と変わっていくことに。

ジョン・ローがクイックシルバーに参加。
ジェフ・ハックマンがベルズビーチで開催された世界大会で優勝。
全米販売権を取得し、アメリカでも販売を開始。
クイックシルバーのボードショーツの完成度は高く、瞬く間に世界中へ広がる。
ジェフ・ハックマンとボブ・マックナイトがフォルクスワーゲンのバンに
ボードショーツを積んでビーチで販売していた。

日本へ輸出を開始。
映画『バンド・オン・ザ・ラン』のスポンサーに
なる。

クイックシルバーがフランスへ輸出を開始。
ウェイン“ラビット”バーソロミューとブルース・レイモンド
がクイックシルバーの初代チームライダーとなる。この年、
ラビットは世界タイトルを獲得。

ロビー・ナッシュがクイックシルバーと
契約を結ぶ。

ポルカドットやハーレクイン、星柄、チェック柄など斬新なプリ
ントが特徴のエコービーチ・シリーズのボードショーツを発表。
時代とともにボードショーツは進化し、機能性とファッション性
を兼ね備えたハイブリッドな時代に突入。クイックシルバーの

派手で過激なデザインが世の中のニーズとマッチし、ブランドをファッションシーン
へと押しひろげた。

ストレッチ素材のボディに新しいロゴとグラフィック
をあしらったエスティーコンプ・シリーズのボードショ
ーツを発表。
『スラッシャー』誌がクリスチャン・ホソイ、スティーブ

・キャバレロ、ピエール・アンドレ、ランス・マウンテン、ロブ・ロスコフ、
ケビン・ストラーブ 、スパイディー・ディモントロンドといった当時の
レジェンドスケーターを集めてPRキャンペーンを展開。

クイックシルバー・ジャパン設立。
クイックシルバー・ヨーロッパ設立。
デントン・ミヤムラがハワイのサンセットビ
ーチでビッグウェイブコンテスト、クイック

シルバー・イン・メモリー・オブ・エディ・アイカウ（以下、ザ・
エディ）を初開催。
ハリー・ホッジとブルース・レイモンドがプロデュースした
クイックシルバーブランド初の映画『ザ・パフォーマーズ』が
公開される。

クイックシルバーがスノーボードのハーフパイプで世界王者
に輝いたクレイグ・ケリーのスポンサーになる。
ジャック・ジョンソンがクイックシルバーと契約。
トム・キャロルがパイプマスターズ初優勝。

世界チャンピオンに２度輝いたトム・キャロルと
当時のサーフィン界で最高額とされた100万ドル
の超大型契約を結ぶ。

クイックシルバー・ヨーロッパでボード
ショーツのデザイン性を生かした
スノーウェアを発表し、業界に衝撃
を与える。

クイックシルバーUSAが株式を公開。
クライド・アイカウがワイメアで開催されたザ・エディ
で優勝。
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クイックシルバーが自社サイト
quiksilver.comを立ち上げる。
ジェフ・ハックマンの人生を綴った自伝
『ミスター・サンセット』が出版される。

６度目の世界タイトルを獲得したケリー・
スレーターに加えて、クイックシルバーの
チームライダーだったミック・キャンベ
ルとダニー・ウィルスが表彰台を独占。

1998年１月、とてつもないビッグウェイブが押し寄せて
ザ・エディは中止に。ロス・クラーク・ジョーンズがトウ
インサーフィンでアウトサイド・ログキャビンに挑み、
当時史上最大の波に乗る。
ニューヨーク証券取引所に株式を上場。ニューヨークで
の初店舗をソーホーにオープンする。
アメリカで開催されるアクションスポーツの大規模展
示会、ASR（アクションスポーツリテーラー）がクイック
シルバーをメーカー・オブ・ザ・イヤーに選出。

トッド・リチャーズがクイックシルバーの
チームライダーになる。
トニー・ホークと組んでアパレルライン、
ホークを立ち上げる。

未開拓のサーフポイントの探求しながら環境
調査を行い、世界各地で文化交流を深める
壮大なアドベンチャープロジェクト、クイック
シルバークロッシング（以下、ザ・クロッシ

ング）を始動。
ボードライダーズクラブをロンドンのコヴェント・ガーデンと
パリのシャンゼリゼに出店。
ビッグウェイブコンテスト、クイックシルバー・マーヴェリックス
・メン・フー・ライド・ザ・マウンテンが初開催され、フリーこと
ダリル・ビロスコが勝利をおさめる。
映画『エクストリーム』が世界中のアイマックスシアターで上映
される。
フランスのラフィットニアで開催されるシルバーエディション
マスターズのスポンサーになる。
本社をカリフォルニア、ハンティントンビーチに移転する。

WCTクイックシルバープロ新島を開催。
ボードライダーズクラブをニューヨーク、タイムズ
スクエアに出店。
クイックサイエンス・チャレンジやアドプト・ア・

ヴィレッジなどのプロジェクトを通じて、環境保護や教育、そして
科学の発展を継続的に支援していく。
クイックシルバー・エンターテインメントがフォックスTVと組んで
テレビ番組『54321』を公開。
トラッスルズが舞台のWCTブーストモバイルプロのスポンサーになる。

今なおフリーライディング界の最前線で活躍を
続けるトラヴィス・ライスと契約。その後、数々の
大会での勝利を支える。

五十嵐カノアと契約。当時12歳のカノアと長期
契約したクイックシルバーに業界の注目が集まる。

ケリー・スレーターが史上最多となる11度目の世界
タイトルを獲得。前人未到の大記録を打ち立てる。
加圧帯や加圧テープのテクノロジーをインナーに
組み込み、サーフィン時の筋肉の動きや重心移動を

サポートするハイパフォーマンスモデル、エクスプルーシヴ・ボード
ショーツとエクスプルーシヴ・ウェットスーツを発表。

レーザーカットと熱圧着技術、当時
の最新素材ドライフライト4方向スト
レッチとスコッチガードを採用したハイ
パフォーマンスモデル、エージー47
ボードショーツを発表。
ファッションデザイナーのジュリアン・
デヴィッドとコラボレーションした
ジュリアン・デヴィッド・コレクション発表。

デザイナー、野老朝雄氏とのコラボレーション
トコロ・カプセルを発表。

サーフィン日本代表、波乗りジャパンをサポート。
波乗りジャパン公式ウェアを発表する。
五十嵐カノアが東京2020オリンピックで
銀メダルを獲得。

五十嵐カノアが開発に参加した日本限定発売
のカプセルコレクション、カノア・カプセルを
発表。

ザ・エディを6年ぶりに開催。ロス・
クラーク・ジョーンズが準優勝する。

五十嵐カノアがCTコロナ・バリ・プロテクテッド
でCT初優勝。
ジェレミー・フローレスがCTクイックシルバー
プロ・フランスで優勝。ジェレミーを幼いころ

からサポートし、前年に海難事故で惜しくも命を落とした元
クイックシルバーCEO、ピエール・アニエスに勝利を捧げて
感動を呼んだ。
業界初の1mmウェットスーツ、クイックシルバー・ハイライン
プロ1mmウェットスーツを発表。
革新的なエントリーシステム、ユージップシステムを開発。
ハイブリッドユージップ・ウェットスーツを日本先行発表。

WCTクイックシルバープロ部原を開催。
大野修聖がJPSAグランドチャンピオンを獲得。
年商が10億ドルに到達。
DCシューズを傘下に収める。

ブルース・アイアンズがザ・エディで優勝。
ボードライダーズクラブをラスベガスに出店。
ザ・クロッシングがアメリカに寄港。
インド洋で津波が発生したことを受けて基金を設立。
映画『ライディング・ジャイアンツ』をリリース。

WCTクイックシルバープロ部原を2年連続で開催。
アメリカのもっとも権威ある経済紙『ウォール・ストリ
ート・ジャーナル』が選ぶアパレル・アクセサリー部門
で1位になる。

ケリー・スレーターが当時最年長で世界タイトルを獲得（通算7度目）。
大野修聖が2年連続でJPSAグランドチャンピオンに輝くなど、国内外
でクイックシルバーのライダーの活躍が注目される。
クイックシルバーがスケートボード界のレジェンド、クリスチャン・ホソイ
をチームライダーに迎える。
クイックシルバー･ファンデーションを設立。
クイックシルバーがロシニョールグループ（ダイナスター、ラング、クリー
ブランド）を傘下に収める。
ダニー・ウェイがスケートボードで万里の長城を飛び越える。 
ダニー・ウェイが『スラッシャー』誌のスケーター・オブ・ザ・イヤーに選出される。 チェルシー・ジョージソンが女子世界タイトルを獲得。

軽量で運動性能が高い革新的なウェットスーツ、
ザ・セルを開発。
ダニー・キャスがソルトレイクシティで開催され
た冬季オリンピックに出場し、ハーフパイプで

銀メダルを獲得。
ザ・クロッシングがヨーロッパを歴訪。
ケリー・スレーターがザ・エディで優勝を果たす。
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ザ・アート・オブ・クイックシルバー

（上）コンピュータが登場する以前の通信手段。ボードショーツのイメージの裏面に書かれた、当時の社長であるブルース・

レイモンドからサイモン・バトンショウに宛てたメモは次のとおり。

「サイモンへ。黒い厚紙を用意して、ボードショーツの形に切り抜いてもらいたい。それをアートワークの上に置いた状態で

写真を撮れば、各国の制作者たちが仕上がりをイメージしやすいからだ。縮尺の目安も彼らに伝えておいてほしい。それと、

発注する前に販売担当者たちの反応を見たほうがいいだろう。アートワークのみの写真、絵柄の上に厚紙を載せた写真は

わたしのほうから制作チームみんなに送っておく。僕らにとってはすべてなくてもいい手間かもしれないが、このちょっとした

サービスによって彼らの負担はずいぶん減るもの。これらの作業もライセンス料に含まれているんだよ。̶  ブルースより」

（前頁）内なる聖堂に籠るサイモン・バトンショウ。

クイックシルバーはビーチカルチャーに宿る芸術性を創業当初から大切にし、

さらに新たなアイデアを加えつづけてきた。ポリネシア風のパレオ柄や幾何

学的なグリッド、ダイヤ模様のハーレクインや水玉柄のポルカドット、アー

ティスティックなトライバルデザインに都会的なジャングルスタイルなど、

クイックシルバーのルックは斬新なものばかり。そうして型にはまることを

よしとせず、ボードライディングのスピリットを豊かに表現してきたのは

ブランドのアーティストたちだ。

　アーティストのサイモン・バトンショウはサーフプリントの第一人者である

ウォルター・ホフマンから吸収した知識を生かし、トーケイにあったワンルーム

のスタジオでプリントの開発に乗りだした。そんなサイモンの試みを出発点

に、クイックシルバーは今やオーストラリアとカリフォルニアを始め、日本

とフランスにもスタジオを構えている。ピーター・ウェブやフランソワ・ラル

ティゴー、マルシャル・クラムに故トム・チャンバース、エリック・ダイヤモンド

らに始まり、ナタス・カオパス、ランディ・ノボリカワ、スコット・リチャーズ、

そしてスティーブ・フォンテスといったアーティストたちが個性的なやり方で

クイックシルバーの掲げるテーマを表現している。

　クイックシルバーのアートは服にプリントして着用することを前提として

いる。まずはボードショーツ。続いてTシャツ。やがてウェア類全般がキャン

バスとなっていった。芸術性を備えたシーズンごとのテーマは、広告や店頭

ディスプレイ、イベントの装飾やバナーにいたるまで、ブランドストーリー全体

に浸透していくもの。その点において、サイモン・バトンショウはこう話す。

「何よりも大事なのは独自性のあるメッセージ。たんに新しいデザインを

考案すればいいわけじゃない。クイックシルバーならではのメッセージを

伝えるための手段を編みだすことが重要なんだ」

　サイモンが初仕事をやり遂げて以来、クイックシルバーのアーティストたち

はコマーシャリズムとファインアートの境界を垣根なく行き来しつつ、オリジ

ナリティ溢れるスタイルを貫いてきた。いちばんのモチベーションである、

遊び心を決して忘れずに。

THE ART OF
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QUIKSILVER COUNTRY
クイックシルバーカントリー

「僕はサーフィンに『アート』という言語を持ち込むことに可能性を感じていた。

だからアーティストというよりも、アイデアマンとして貢献してきた割合が大きい」
̶ サイモン・バトンショウ

「ある日、グリーンがレースウェアを着た

競馬のジョッキーの写真を大量に持ってきたんだ。

『俺たちもこんな感じのを作ったらいいんじゃないか？』ってね」
̶ サイモン・バトンショウ

「そもそもクイックシルバーカントリーというシリーズは、ホフマン・ファブリックスの

プリントを自分たち流にアレンジしたものにすぎなかった。しばらくしてからパーム

ツリーやトゥーカンの絵柄などオリジナルデザインのバリエーションを増やして

いったのさ。僕はユーカリの花などオーストラリアに関連するモチーフを使おうと

したのだけれど、アラン・グリーンはひたすらポリネシア調の図案にこだわった。

タヒチのハイビスカスの写真は大きなヒントになったよ。ポリネシアというテーマを

ボードショーツにうまく落とし込めたことがこのプロジェクトの成功に繋がったんだ

（サイモン・バトンショウ）」

エコービーチは競馬から着想を得たシリーズだが、アメリカのトーキング

・ヘッズやニュージーランドのスプリット・エンズといったバンドの斬新なグラム

パンク・ルックの影響も大きい。ロックの世界では、デヴィッド・バーンや

フィン・ブラザーズらが身に着けていた幾何学模様やハーレクイン柄の奇抜

なステージ衣装が注目を集めていた。そのスタイルをビーチに持ち込むと

いうクイックシルバーの発想はまさに先見の明ありと言っていいだろう。

　1980年夏、定番プリントの追加発注分のかわりにエコービーチのアイテム

が小売店に納品された。もちろん店からの苦情は出たが、斬新なデザインは

たちまち若者たちの間で人気を集める。その熱狂ぶりは、他のブランドでも同様

のパターンがすぐに展開されるほど。ちなみにエコービーチというシリーズ名は

マーサ&ザ・マフィンズの同名の大ヒット曲を図々しくもそのまま拝借したものだ。

ここに紹介するラフスケッチや未完成の

絵柄はバトンショウがいったん廃棄した

ものばかりだ。ボスのアラン・グリーンは

職場で過去のアイデアに執着すること

を許さなかったという。

「その掟が社内に浸透していたから、残念

なことに僕たちが積み上げてきた成果の

大部分はもうこの世に存在しない。手元に

残っているのはベストヒット集のマスター

データではなく、ブートレグの寄せ集めみた

いなものだけさ（サイモン・バトンショウ）」

デザインについて打ち合わせるピーター・ウェブとアラン・グリーン。トーケイにて。

A ROUGH IDEA…

ECHO BEACH

ラフスケッチ

エコービーチ
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Peter Webb’s offbeat humor and urban sensibilities were

reflected in much of the art that came out of the Torquay studio

in the 1980s. From the irony of using primitive motifs to tell

the story of a modern urban tribe, to the quirky fun of Ghetto

Dog (who barked louder than Mambo’s), Webb imbued

Quiksilver with the look of a changing world.

“The whole surf world was changing visually, 
getting more street oriented. 

My response to that was half cartoon, half grafitti.
—PETER WEBB

GHETTO DOG

By the mid ’90s Quiksilver had diversified

to such a point that a corporate umbrella

logo was required to brand all the product

lines for the outside consumer world.

Veteran designer Tom Adler came up with

the “clicker bar.”

Quiksilver’s constantly-evolving men’s

clothing range featured classic designs,

prints and fabrics, no matter what it was

called. As the name changed from Silver

Edition to Quiksilver Edition, the stylized

version of the original mountain and

wave continued to identify it.

The ground-breaking visual effects

employed by Tom Adler and David Carson to

give Quiksilver’s advertising a makeover in

the late ’90s required a restructuring of

the mountain and wave logo. The simple,

understated oval seemed to sit perfectly

with the use of bold copy lines and photo

blow-ups employed at the time.

Designer/skater Natas Kaupas began

experimenting with his stylized freehand

script while working with David Carson.

With new applications for it being found all

the time, the Natas script changes almost

as quickly as the work of the taggers

that inspired it, with Natas keeping one

step ahead of the designers across the

board sports industry who have copied it.
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After the outrageous success of the

bold and bright Echo Beach look,

ST Comp was a set of graphics to

go along with the first ever use of

stretch fabric on boardshorts.

There was a new focus on pro

surfing, and Quiksilver riders like

Tom Carroll, Marvin Foster and

Willy Morris were at the forefront.

ST Comp was based on the look

of Formula-1, and it was

all about performance.

ST COMP

I went to a place called Cash’s, a big label

company in Australia, and they showed

me a bunch of designs, including a swan.

It looked like a duck to me. I didn’t pay

much attention to it until we’d made a

couple of hundred pairs of boardshorts

with a frickin’ duck on them! That’s when

I thought, we have to be able to do

something better than this. —Alan Green

Greeny drew the outline of a breaking

wave, with a few droplets of foam hovering

around the lip. Then, for good measure

and balance, he added a tiny snowcapped

mountain underneath it. Though the

images were unconnected, Greeny felt

that together they represented nature’s

A List.

I took the existing cartoony logo and saw

an opportunity to streamline it and give it a

more engineered look. So I played with the

geometry of the two elements and tried to

tie them together more. I also came up

with a new squashed font to go with it. The

symbol was actually secondary to the logo

type, but it turned out to have greater

longevity than the type. —Ray Smith

The original Roxy logo was highly derivative,

with Polynesian and Balinese influences.

No one was satisfied with it, but it wasn’t

until a designer at Quiksilver’s Turkish

licensee put two Quiksilver logos together

to make a heart that the penny dropped.

EVOLUTION OF THE LOGO
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EVOLUTION OF THE LOGO

ST COMP
エスティーコンプ

斬新なデザインで大成功を収めたエコー

ビーチのあとに登場したエスティーコンプ

は、世界初となるストレッチ素材のボード

ショーツに様々なグラフィックをあしらった

シリーズだ。折しもプロサーフィンが新た

に注目を集め、トム・キャロルやマービン・

フォスター、そしてウィリー・モリスといっ

たクイックシルバーのライダーたちがその

先頭を走っていた時期とそのデビューは

重なる。F1からインスパイアされたエステ

ィーコンプは徹底的にサーフパフォーマ

ンスの向上を追求しているのが特徴だ。

ピーター・ウェブの奇抜なユーモアと都会的なセンスは1980年代にトー

ケイのスタジオから生まれた数多くの作品に反映されている。原始的なモチ

ーフを通して現代のアーバントライブの物語を伝えるという皮肉めいた手法

をとったり、売れに売れた競合ブランド、マンボのグラフィックよりも騒がし

く吠えたてるゲットードッグというキャラクターを生みだし、遊び心溢れ

る演出をブランドに施したのだ。ウェブはユニークなアイデアをもってして、

クイックシルバーのルックに変化していく世の中の空気を

巧みに吹き込んだ。

ロゴデザインの進化

「まず最初に、オーストラリアにある大手ラ

ベルメーカーのキャッシュズという会社を訪

ねていろいろなデザインを提案してもらっ

たんだ。そうしたらこの白鳥のラベルが出て

きたんだけれど、俺にはどうしてもアヒルに

しか見えない。でも当初はどれだけヤバい

か気づかなかった。アヒルのロゴを貼りつけ

たボードショーツが数百枚ほどできあがっ

てきたときに痛感したんだよ。もっとまとも

なロゴが必要だってね。（アラン・グリーン）」

グリーンはブレイクする波のアウトライン、

そしてリップの周辺に飛び散る飛沫を

描いてから、バランスを整えるために雪を

かぶった小さな山をつけ加えた。それ

ぞれのイメージに関連性はなかったもの

の、ふたつの絵柄を組みあわせたことで

大自然のスペシャリストを表現できた

ようにグリーンは感じた。デザインソース

が葛飾北斎の「神奈川沖浪裏」であること

は日本人なら想像に難くないだろう。

「僕は既存のコミカルなロゴを洗練させ、

もっとすっきりとしたイメージを打ちだす

べきだと思った。そこでまずは波と山の

絵柄を幾何学的にいじって、一体感を

出そうとデザインした。そうしてできた

シンボルマークに合わせて新しいフォン

トも考案したんだよ。重要なのはフォント

のデザインで、マークは二の次だと当時の

僕は考えていたのに、結局はマウンテン

＆ウェイブのほうが長く愛されることに

なったのさ。（レイ・スミス）」

最初に考案されたロキシーのオリジナル

ロゴはポリネシアとバリの影響を強く受け

ただけの独創性に欠けたもので、誰も

満足していなかった。しかし、ライセンス

を持ったトルコの会社のデザイナーが

クイックシルバーのロゴを二つ組み合わせ

てハート型のデザインを考案したところ、

満場一致で決定した。

1990年代半ばに多角化を押し進めていた

クイックシルバーは、エンドユーザーが

共通のブランドイメージを抱けるように

するため、すべての製品に共有できる

コーポレートロゴを必要としていた。そこ

でベテランデザイナーのトム・アドラー

が考案したのがこのクリッカー・バーだ。

常に進化しつづけるクイックシルバーの

メンズウェアは、その呼び名がどんなに

変化しようと、魅力的なプリントと優れた

素材、クラシックなデザインが特徴で

ある点は変わらない。そして、シリーズ名

がシルバーエディションからクイック

シルバーエディションに切り替わったあと

も、マウンテン＆ウェイブをかたどった

ロゴはアイテムのアイデンティティを

示しつづけてきた。

1990年代後半、クイックシルバーはトム

・アドラーとデビッド・カーソンがデザイン

した画期的なビジュアルを用いて広告を

一新。それに伴い、マウンテン＆ウェイブの

ロゴも見直しを迫られることになる。

無駄な装飾を省いたシンプルなオーバル

型のロゴは、当時の斬新なコピーや写真

使いと完璧に調和していた。

デビッド・カーソンと組んだデザイナー兼

スケーターのナタス・カウパスはフリー

ハンドによるロゴデザインに挑戦する。

日進月歩なデザイン用アプリケーション

を駆使するナタスの書体は、ストリートの

グラフィティアートと同様、目まぐるしい

スピードで変化する。そのため、彼のアイデア

を模倣しようとするボードスポーツ業界

のデザイナーの常に一歩先を行っていた。

GHETTO DOG ゲットードッグ

「サーフィン界全体が変革のときを迎え、ストリート志向が強まりつつあった。

それを受けて僕が打ちだした方向性は、コミックとグラフィティの融合だった」
̶ ピーター・ウェブ
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APPENDIX 2

GREAT ADS
It took Quiksilver several years to get into print advertising. Founder Alan

Green initially favored “flowing” free boardshorts to trendsetters, but when

the brand did start to buy media, it revolutionized surf advertising. Initially it

was Green’s homespun philosophizing that attracted attention, then Quiksilver

led the way into the striking use of full-page action images. 

John Witzig’s Sea Notes had a brief
life in 1977, and Simon Buttonshaw
sent this rough off for the debut
issue. The finished ad was still
crude, but a distinct improvement.

“Rise above the negative” was part
of the homespun Greeny philosophy,
and this Bernie Baker photo of then
small-wave supremo Peter Townend
charging at Waimea illustrated it
perfectly. From Surfing World, 1975.

This ad was shot on location in
Tasmania by Peter Crawford before
Echo Beach had a name. The bold
new fabrics are modeled here by
Nat Young, Wayne Lynch and
Maurice Cole.

Jack McCoy shot this striking image
of Craig Brazda on a tanning blanket
at 54th Street, Newport Beach. The
ad would not look out of place in a
magazine today, 25 years later.

Echo Beach was all about attitude,
and proto surf punk Danny Kwock had
it to spare. This early fashion-styled
ad was “non-core” before the brand
even knew what that was.

Did we mention attitude? Here’s a full
page of it courtesy of the Newport
Beach crew. There were many
variations on this shot through the
early ’80s as Echo Beach took off.

Hawaiian team rider Marvin Foster
was a charismatic and gifted surfer
who had the world at his feet in the
mid ’80s, and several advertising
campaigns were built around him.

In the early ’90s surf adventure travel
became the flavor of the month, with
more and more remote reefs being
discovered. The camouflage-
influenced Surfers of Fortune theme
reflected this new passion.

As part of its diversification strategy
in the ’90s, Quiksilver led the way
with denim, although some of the
early advertising seemed to struggle
with how to illustrate surf brand
jeans.

The 1990 signing of Kelly Slater
was perhaps Quiksilver’s smartest
marketing decision of the decade.
This ad, pre-world titles, introduced
the kid the world knew was a
champion about to happen.

Although they would become standard
in the new century, in the ’90s double-
page spread ads were an expensive
indulgence. With Californian Jeff
Booth riding high on the pro tour, this
one was justified.

The emergence of the Roxy brand in
the ’90s meant Quiksilver’s designers
had to find new visual expression.
New type styles, softer images etc.
By the new century the Roxy look
was stylin’.

Roxy icon Lisa Andersen features in
this stunning watch ad. While the
men’s brand moved away from the
big letters look, Roxy refined it.

Multiple influences at work here in
this spread of Fred Patacchia at Pipe.
Designer Natas Kaupas introduced
the grafitti-style script and the
“impaired” logo, used here to high-
light the Neo-Fly boardshort.
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Quiksilver USA was still operating
out of a truck and a post office box
in Irvine when its first ads started
appearing in Surfing in early 1977.
Partner Jeff Hakman was the logical
featured surfer.

Okay, Rabbit Bartholomew didn’t land
this prototype 360, but the Merkel
photo helped cement Quiksilver’s
growing reputation for using cutting-
edge action shots rather than product.

By the end of the ’70s, Rabbit was
surfing’s rock star and Quiksilver’s
leading team rider. This iconic image
rammed home his brand allegiance.

Quiksilver’s early advertising philos-
ophy was that nothing surpassed a
good surf shot, so although he was
little known outside of Australia,
this classic Wayne Deane cuttie by
Aitionn was seen around the world.

While Quiksilver’s early focus was
on surfing, surfing and surfing, by
the end of the ’70s volleyball was
coming on so strong in California
that it could not be denied.

Following hot on the heels of Echo
Beach, ST Comp was about putting
the surfing back into boardshorts, its
emergence coinciding with the rise
of the pro tour. New pro sensation
Kong models the stretch fabric.

Marvin Foster didn’t need Warpaint
to look fierce, but this ad was a
classic depiction of the rootsy,
tribal feel of the new theme from
Quiksilver artist Peter Webb.

Peter Webb’s late ’80s Gen-X border
treatment provides light relief for
an ad with a serious purpose—a
tribute to California surfer Justin
Robertson.

Ghetto Dog was a recurring and
ironic theme in late ’80s advertis-
ing. Here Jamie Brisick “barks at
the moon.”

The surf boom of the late ’80s was
built around neon, a beachwear
fashion statement that reached way
beyond the beach. Unfortunately,
when neon went, so did the boom.

Silver Edition (now Quiksilver Edition)
was a ’90s nod to the older surfers.
Who better to feature in this Surfer’s
Journal ad than the hard-charging
boss of the brand, Bob McKnight.

Copy-conscious designer Tom Adler’s
influence can be seen in this Tom
Carroll ad from the late ’90s, part
of a personality series that made a
huge impact.

The spirituality of the Quiksilver in
Memory of Eddie Aikau touches
everyone who experiences it. This
photo told its own story.

Designer David Carson introduced
some bold new graphic concepts at
Surfer magazine in the early ’90s, then
brought them to Quiksilver. These
much-copied ads soon influenced
editorial pages.

Australian snowboarding sensation
Torah Bright also presented a
sophisticated side to the Roxy image,
used here to great effect.

Torah again, this time in more playful
mood as she introduces Roxy’s new
ski product range. Photo by Fragnol.

A combination of Natas script and
the primitive-themed art of Scott
Richards make an eye-catching and
very different Quiksilver ad.

Back to where it all began? Well, it
is a full page product shot, and the
product does look a little like Echo
Beach, but this ad helped put the
new Intervention series boardshort
front and center.
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 GREAT ADS　広告ビジュアルストーリー

ジョン・ウィッツグが1977年に創刊した豪
『シーノート』誌は短命に終わった幻のサーフ
ィン誌。サイモン・バトンショウは創刊号にこ
の広告ラフ案を提出。最終稿も粗削りではあ
ったものの、ブランドに新たな道筋をつけた。

「ライズ・アボーブ・ザ・ネガティブ（乗り越え
て、その先へ）」はグリーンが説く哲学のひと
つ。当時スモールウェイブの第一人者とされた
ピーター・タウンネンドによるワイメアへの
チャージはキャッチコピーをみごとに体現。  

米『サーフィン』誌に広告掲載を開始した1977
年初頭。アーバインでまだガレージビジネス
を営んでいたクイックシルバーUSAは身内
のジェフ・ハックマンを広告に登場させる。
経済的理由を考えれば当然のなりゆきだった。

この写真はエコービーチというシリーズ名が
決まる以前にピーター・クロフォードがタスマ
ニアで撮影したもの。ポップなプリントを
身につけている3人のモデルはナット・ヤング
とウェイン・リンチ、そしてモーリス・コール。

1990年代初頭はサーフアドベンチャーが
活発化。辺境のリーフが次々と開拓されて
いった。カモフラージュ柄を生かしたサーフ
ァーズ・オブ・フォーチュンというテーマは
当時のムーブメントを反映している。

シルバーエディションは1990年代に展開
していたハイエンドなライン。この『ザ・
サーファーズ・ジャーナル』誌の広告に登
場するのは、ほかでもないクイックシル
バーの野心的なボス、ボブ・マックナイトだ。

1990年代にロキシーが台頭するにつれて、
クイックシルバーのデザイナーたちは新鮮な
書体やソフトなイメージなど新たな表現手法
を模索し始めた。そして新世紀を迎えたころ、
ロキシーは一段とスタイリッシュになる。

ナタスのスクリプトにスコット・リチャーズ
のプリミティブアートを組み合わせたこと
により、人目を引く、独創的なビジュアルに
仕上がった。

ロキシーのブランドイメージに気品を添え
たオーストラリアの人気スノーボーダー、
トーラ・ブライト。この広告にも彼女の魅力
が存分に溢れている。

プロツアーの台頭と同時期に登場したエス
ティーコンプは、ライディング中の着心地を
重視したコンテスト仕様。ストレッチ素材を
用いたボードショーツを身につけているの
は、“コング”ことゲーリー・エルカートンだ。

1970年代後半のラビットは、サーフィン界
きってのロックスターであると同時に、クイッ
クシルバー屈指のチームライダーでもあった。
この広告ビジュアルは彼のブランドに対す
る忠誠心を強く印象づけている。

エコービーチではとにかくアティチュードを
重要視した。元祖サーフパンクスのダニー・
クウォックを起用したファッション色が
強いこの広告は、新時代を象徴するビジュ
アルとなった。

1990年にケリー・スレーターと契約を交わ
したことは当時のクイックシルバーが下し
たもっとも賢明な判断といえよう。結果的
に、この広告は新たなチャンピオンの誕生
を世界に向けて予告するものとなった。

サーファーたちのスピリットを物語る実直な
写真を使用した広告。神聖なビッグウェイブイ
ベントであるクイックシルバー・イン・メモリー
・オブ・エディ・アイカウの精神性に触れた
なら、きっと誰もが心を打たれるだろう。

カリフォルニアで亡くなったジャスティン
・ロバートソンへのトリビュートとして掲載
された広告。ピーター・ウェブが1980年代
後半に作ったグラフィックを用い、内容と
相反する軽やかな演出が施されている。

ウェイン“ラビット”バーソロミューが繰りだす
360°の原型らしきトリックを掲載。このとき
ラビットはメイクできなかったものの、製品で
はなく最先端のアクションフォトを用いたクイ
ックシルバーの宣伝手法は高い評価を得た。

ニューポートビーチの54thストリートにて、
ブランケットに横たわり日焼けをするクレ
イグ・ブラズダ。強烈なインパクトを放つこ
の写真を撮ったのはジャック・マッコイだ。
今の雑誌に掲載しても違和感はないだろう。

クイックシルバーは1990年代に多角化
戦略の一環としてデニムラインをいち早く
展開。しかしながら、初期の広告からはサ
ーフブランドとしてジーンズをどう打ちだす
べきか迷っていた様子がうかがえる。

トム・キャロルをフィーチャーしたこの広告
には有名デザイナー、トム・アドラーの影響
が色濃く表れている。1990年代後半に登場
したパーソナリティーシリーズはサーフィン
界に大きな衝撃を与えた。

印象的な腕時計の広告に起用されたのはロキシーのアイコン、リサ・アンダーソンだ。
メンズラインはレタリングの手法を主だって使わなくなったものの、ロキシーは定着
した独自のイメージをさらに磨き上げていった。

原点回帰？ たしかにプロダクト主体の画像を
ページ全面に使用しているうえ、製品はエコー
ビーチに似ていなくもない。だが見てのとおり、
この広告はインターべンションシリーズのボー
ドショーツを前面に押しだす役割を果たした。

オーストラリアのサーファー、ベロニカ・ケイを広告ビジュアルに起用し、遊び心を
込めてロキシーの新しいスキーラインを紹介している。撮影したのは雪山の写真
で有名なフィリッペ・フラグノール。

クイックシルバーのアーティストであるピー
ター・ウェブが打ちだしたトライバルアート
に根ざす新テーマ、ウォーペイントを掲げた
ビジュアル。マービン・フォスターの存在感
が際立っている。

ウェイン・ディーンの鋭いカットバックはこの
広告写真によって世界中に知られることとな
った。良質なサーフフォトほどマーケティン
グ効果の高いものはない。その考えこそが当
時のクイックシルバーの宣伝方針だった。

いかにも生意気そうなパンクスたち！彼ら
が持つムードがフルページの広告に充満
している。エコービーチが脚光を浴びた
1980年代初頭、ローカルクルーが登場
する広告は他にも数多く存在した。

2000年代からは定着し始めたものの、1990年代に見開きの広告を打つことは
ぜいたくとされていた。とはいえ、プロツアーで勢いに乗っていたカリフォル
ニアン、ジェフ・ブースを起用したこの広告は十分費用に見合う価値があった。

1990年代初頭の米『サーファー』誌に斬新なグラフィックを導入した気鋭のデザ
イナー、デヴィッド・カーソン。彼の手腕により、クイックシルバーの広告はさらなる
進化を遂げる。数多くのブランドに模倣されたこのコンセプトは、やがて雑誌の
編集ページも席巻することに。

パイプラインを滑るフレッド・パターチアが登場するこの広告には様々なデザイン
要素が入り混じっている。デザイナーのナタス・カウパスはネオフライのボードショ
ーツに視線を誘導するために、グラフィティ風のスクリプトとよじれたロゴを両端
に配置した。

ゲットードッグは1980年代後半の広告に
繰り返し登場する皮肉まじりのテーマだ。
サーファーは「月に吠える」男、ジェイミー
・ブリシック。

最初はひたすらサーフィンに注力していた
クイックシルバー。しかし1970年代後半の
カリフォルニアでは、ビーチバレーが見過ご
せないほどの盛り上がりを見せた。

1980年代半ば、世界中から一目置かれて
いたハワイ出身のチームライダー、マービン
・フォスター。才能とカリスマ性を併せ持つ
サーファーである彼を主軸に置いたいくつ
かの広告キャンペーンが立案された。

1980年代後半のサーフィンブームの中核を
担ったネオンカラー。時代を象徴する派手
なカラーリングはビーチファッションの枠
組みを超えて広く普及した。

クイックシルバーが雑誌広告を打ちだすようになったのは会社設立から何年か経過してから

のこと。当初、創業者のアラン・グリーンは影響力のあるサーファーたちにボードショーツを

無償提供することでブランドを広めていた。やがて戦略を変えてメディアに出稿するように

なると、クイックシルバーはサーフィン界の広告に革命をもたらす。ブランドの黎明期に周囲の

関心を集めたのは、グリーンの草の根の力を生かすという経営哲学。加えて、躍動感溢れる

広告ビジュアルを用いることでブランドイメージをより強固なものにしていったのだ。

28 29



QUIKSILVER EXI STS TO INSPIRE

PEOPLE BY SHARI NG THE STOKE OF

SURFING WHIL E PRESERVING 

  THE FUTURE OF O UR PLAYGROUNDS, 

 THE MOUNTAIN  AND THE WAVE.

クイックシル バーの使命。

それは、サーフィン のストークを共有し、

わたしたちの遊び場“THE MOU NTAIN AND THE WAVE”の

未来を守っ ていくこと。
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THE TRAJECTORIES OF SUSTAINABILITY

サスティナブルな
活動の足跡

1999 2004 2010

2012 2014 2018 2020

クイックシルバーの環境保護活動

はすでに20年以上という長きに

わたる。その歩みは遊び心に溢れ

ているものの、しっかりとした足

取り。多くの人たちの暮らしを豊か

にしながら今日も成長している。

1999年3月、大型船で南太平洋を横断するザ・クロッシングという壮大なプロジェクト

がスタート。目的は、未開のグッドウェイブの発見。そしてプロモーションのために美しい

サーフィンの映像作品を制作すること。冒険の途中、クルーは世界中のサンゴ礁の調査、

保護を行うリーフチェックという環境保護団体と行動をともにする。この旅をきっかけに、

クイックシルバーは地球環境をよりよくする活動に目覚めた。

THE CROSSING

ザ・クロッシング出航

ブランド生誕30年を記念して、ケリー・

スレーターを始めとするトッププロサー

ファーや自然科学者とともに未開拓の

サーフスポットの探求、環境調査、文化

交流を目的としたアドベンチャープロ

ジェクトを始動。100以上の新しいサーフ

スポットを発見し、海洋環境保護の研究

に貢献した。

GREEN
CAMPAIGN  

グリーンキャンペーン開始

地球環境のよりよい変化を求めて立ち

上げたキャンペーンを3年にわたり決行。

リーフチェックやサーフライダーファウン

デーションなどの環境保全団体に50万

ドルを寄付した。

QUIKSILVER 
FOUNDATION

クイックシルバー財団設立

わたしたちの大切なフィールドである

海や山の自然保護、若い世代への育成

をサポートするための非営利団体を設立。

クイックシルバー財団（現ボードライダ

ーズ財団）は設立以来、世界で60以上

の環境と教育、健康関連のプログラムへ

寄付するなど、慈善活動を通じた持続

可能な社会の実現に取り組む。そうして

世界中の人々のクオリティ・オブ・ライフ

の向上を目指して活動を続けている。

ECO CAMPUS 
DESIGNED
エコフレンドリーな
社屋を建設

南仏バスク地方に位置するクイック

シルバーのグローバル本社が完成。

会社が自然環境に溶け込むように、

受賞歴のあるエコフレンドリーな建築

様式で建てられた。

BOTTLES TO
BOARDSHORTS  

ペットボトルから
ボードショーツを制作

使用済みのペットボトル由来のリサイク

ル生地を採用。同年のボードショーツ

の80%を再生ポリエステルで生産した。

REPREVE®

PARTNERSHIP 
リプレーヴと

パートナーシップを締結

使用済みのペットボトルなどをリサイク

ルした素材から作られる繊維ブランド、

リプレーヴと提携開始。再生ポリエス

テルの利用をアウターウェアの50%を含

む、さらに多くのカテゴリーに拡大する。

200M BOTTLES 
REPREVE®

AWARD 
リプレーヴ2億本達成受賞

リプレーヴの生地を使用し、リサイクル

ペットボトル通算2億本達成を受賞。

その後もクイックシルバーはリサイ

クル素材を価値あるプロダクトに再生

しつづけている。

THE CROSSING

サーファーの好奇心が地球を癒す

ザ・クロッシングの始まりは、見知らぬ

波を求めるシンプルな好奇心。クルー

は世界中の海をめぐりグッドウェイブ

を探しあてたが、同時に地球環境の危

機を目の当たりにする。そこでクイック

シルバーはおのずと環境保護活動に

乗りだした。いつまでも自分たちの遊び

場である大自然を美しく守るために。
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OUR 
INITIATIVES

MADE BETTER

BOARDSHORTS

100%

WETSUITS

100%

SNOW GEAR

97%

エコロジカルな素材の提案

地球によりよいものづくり

多くのプロダクトを生産できるグロー

バルブランドだからこそ、素材をエコロ

ジカルにすることはより効果的だ。

年々進化する自然由来のマテリアル。

地球にやさしいからと、品質に妥協

することは決してない。

クイックシルバーのコアはフィールドで使うプロダクト。

それらは徹底的にエコロジカルな手法で作られている。

たゆまぬ努力と研究を続け、2022年はついにほぼ

完璧に自然由来の素材での生産にいたった。

BOTTLES TO PRODUCTS
ペットボトル由来の製品

OCEAN MADE
海洋ゴミ由来の素材

環境問題を魅力的なプロダクトへとポジティブ

に変換。漁網などの海洋ゴミから精製された

生地を使用することで、わたしたちのプレイ

グラウンドをきれいに保つことができる。

廃棄されたペットボトル由来のリサイクルポリエ

ステルは、バージンポリエステルにくらべて格段

に少ない資源でプロダクトを生産可能。つまり、

環境負荷をより抑えることに繋がる。

DRY FLIGHT ECO  
エコフレンドリーな撥水加工

ドライフライトという防風効果、透湿性も兼ね

備えたエコフレンドリーな撥水加工を開発。アウ

ターに加工すれば耐久性もアップする。長く着ら

れる一着は人にも地球にもやさしい。

NATURAL DYE 
天然染料

環境汚染とエネルギー消費を軽減できる、植物

や鉱物ミネラル由来の天然染料で生地を染色。

より自然なルックスと肌触りを生み、アレルギー

への影響も抑えられるといういいことづくめ。

ORGANIC COTTON
オーガニックコットン

農薬を使用しないため、大地に負荷を与えない

オーガニックコットンを積極的に使用。独特の

風合いにより、ウェアがさらにスタイリッシュに。

ていねいに育てられた綿は着心地も抜群だ。

ボードショーツには廃棄ペットボトル由来のリサイクルポリエステルや海洋ゴミか

らのリサイクルナイロンを使用。着心地と耐久性を追求したボディに、環境汚染の

原因となるPFC（過フッ素化合物類）が入っていない耐久性撥水加工を施している。

スノーギアのシェルとインサレーションもボードショーツ同様にリサイクルポリエ

ステルを使用。PFC不要の耐久性撥水加工を施してある。そしてデザイン性と

着心地を高めるため、オーガニックコットンもマテリアルに組み合わせている。

ウェットスーツのベースはリサイクル廃棄タイヤとリサイクル廃棄ネオプレーンの

複合素材。ミネラルライムストーンを配合することにより、柔らかさと耐久性も申し

分ない仕上がりに。接着剤も水性を使い、環境への悪影響を徹底的に排除した。
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　GREAT ATHLETES　始まりから2005年までのチームライダー

SURF
KELLY SLATER

ケリー・スレーター

FRED PATACCHIA 

フレッド・パターチア

DANE REYNOLDS 

デーン・レイノルズ

DANNY FULLER

ダニー・フラー

JON ROSE

ジョン・ローズ

CLAY MARZO

クレイ・マルゾ

MARK HEALEY

マーク・ヒーリー

JOSH HOYER 

ジョシュ・ホイヤー 

DYLAN GRAVES 

ディラン・グレイヴス

TIMMY TURNER 

ティミー・ターナー

ANTHONY TASHNICK 

アンソニー・タシュニック

OLA ELEOGRAM 

オラ・エレオグラム 

RYAN MOORE

ライアン・ムーア

FRANK WALSH

フランク・ウォルシュ

RALPH BRUWHILER 

ラルフ・ブルーウィラー

MATT KECHELE

マット・ケックル

DAVID AWBREY 

デビッド・アウブリー

SKEETER ZIMMERMAN 

スキーター・ジマーマン

NICO MANOS

ニコ・マノス  

NED SNOW

ネッド・スノー  

BILL PIERCE OKANA

ビル・ピアス・オカナ  

GILBERT BROWN 

ギルバート・ブラウン

RAMON NAVARO

ラモン・ナヴァロ 

JIMMY ROTHERHAM 

ジミー・ロザラム

PATRICK CASTAGNET 

パトリック・カスタネット

GABRIEL VILLARAN 

ガブリエル・ヴィラン

GABRIEL ARAMBURU 

ガブリエル・アランブル

MAGNUM MARTINEZ 

マグナム・マルティネス

DAVID DIAZ

デビッド・ディアス  

COLIN SAUNDERS

コリン・ソーンダース  

MARCOS GONCALVES 

マルコス・ゴンカルベス

JIHAD KODHR

ジハード・コドル  

WIGGOLLY DANTAS 

ウィゴリー・ダンタス

ALEJO MUNIZ

アレホ・ムニーツ  

CAUE WOOD

キュウエ・ウッド  

LUAN WOOD

ルアン・ウッド  

DANILO RODRIGO 

ダニーロ・ロドリゴ

MIKY PICON 

ミッキー・ピーコン

MARK PHIPPS

マーク・フィップス  

JOSE GREGORIO 

ホセ・グレゴリオ

FRED ROBIN 

フレッド・ロビン

JOAN DURU 

ジョアン・ドゥル

GREG PASTUZIAK

グレッグ・パストゥジアック  

ALAIN RIOU

アラン・リウ  

MANU PORTET 

マヌー・ポルテ

SPENCER HARGRAVES 

スペンサー・ハーグレイブス

GABE DAVIES 

ゲイブ・デイビス

TOM BUTLER 

トム・バトラー

NATHAN PHILLIPS 

ネイサン・フィリップス

MILO CASTELO 

ミロ・カステロ

DAVID PEREZ

デビッド・ペレス  

GORKA YARRITU 

ゴルカ・ヤリトゥ

LUIS RODRIGUEZ 

ルイス・ロドリゲス

NICOLA BRESCANI 

ニコラ・ブレスカーニ

SIMONE BALI

シモーネ・バリ  

MARLON LIPKE 

マーロン・リプケ

TRAVIS LOGIE 

トラビス・ロギー

DANIEL REDMAN 

ダニエル・レッドマン

JASON RIBBINK 

ジェイソン・リビンク

MATHEW KRUGER

マテュー・クルーガー  

STANLEY BADGER 

スタンレー・バジャー

BRANDON JACKSON 

ブランドン・ジャクソン

KEEGAN NEL 

キーガン・ネル 

BRETT SHEARER 

ブレット・シアラー

KYLE LANE 

カイル・レイン

MATHEW MOIR 

マテュー・モア

TOM MYERS 

トム・マイヤーズ

GARRETT PARKES

ギャレット・パークス  

CHRIS SALISBURY 

クリス・ソールズベリー

JULIAN WILSON 

ジュリアン・ウィルソン

BEAU ATCHISON 

ボー・アチソン

RICHARD CHRISTIE

リカルド・クリスティ  

TONY HAWK 

トニー・ホーク 

ARTO SAARI 

アルト・サーリ 

REESE FORBES 

リース・フォーブス

DYLAN RIEDER 

ディラン・リーダー

STEFAN JANOSKI 

ステファン・ヤノスキー

KYLE LEEPER 

カイル・リーパー 

OMAR SALAZAR

オマー・サラザール  

TIM O’CONNOR 

ティム・オコナー

ERIC FLETCHER 

エリック・フレッチャー

OTAVIO NETO 

オタビオ・ネト

JAVIER MENDIZABAL 

ハビエル・メンディサバル

DANIEL CARDONE 

ダニエル・カルドン

CONHUIR LYNN

コンフェア・リン  

MANUEL MARGREITER

マニュエル・マーグレイター  

DOMINIK DIETRICH 

ドミニク・ディートリッヒ

JEAN POSTEC

ジャン・ポステック

SKATESNOW OTHER

LEGENDS

SCOTTY ARNOLD

スコッティ・アーノルド

KYLE CLANCY

カイル・クランシー

ERIC JACKSON 

エリック・ジャクソン 

JP TOMICH 

ジェーピー・トミッチ 

JF PELCHAT 

ジェーエフ・ペルチャット 

ROBBIE SELL

ロビー・セル  

TODD RICHARDS 

トッド・リチャーズ

MARKKU KOSKI 

マルク・コスキ

CHRIS SORMAN 

クリス・ソーマン

HAMPUS MOSESSON 

ハンプス・モセソン

JAKOB WILHELMSON 

ヤコブ・ウィルヘルムソン

FREDRIK AUSTBO 

フレドリック・アウストボ

MATHIEU CREPEL 

マチュー・クレペル

MARTIN CERNIK 

マーティン・チェルニック

KALLE OHLSON 

カレ・オールソン

CANDIDE THOVEX 

キャンディド・トヴェックス

BEN GREENWOOD 

ベン・グリーンウッド

COLLIN HARRINGTON 

コリン・ハリントン

JEFF HOUSE 

ジェフ・ハウス

ROBERT TERITEHAU 

ロバート・テリテハウ

ANTOINE ALBEAU 

アントワーヌ・アルボー

TEIVA JOYEUX 

テイバ・ジョワイユ

THOMAS TRAVERSA 

トーマス・トラバーサ

VICTOR FERNANDEZ 

ビクター・フェルナンデス

ROBERTO MOCELLIN 

ロベルト・モチェリン

ROTELLI 

ロテッリ

TITUS KINIMAKA 

タイタス・キニマカ

CHRISTIAN HOSOI 

クリスチャン・ホソイ

ROBBY NAISH 

ロビー・ナッシュ 

SIMON ANDERSON

サイモン・アンダーソン

MARK RICHARDS 

マーク・リチャーズ 

TOM CARROLL 

トム・キャロル 

WAYNE LYNCH 

ウェイン・リンチ 

RAIMANA VAN BASTOLAER 

ライマナ・ヴァン・バストラー

MARTIN POTTER 

マーティン・ポッター

MEL PU’U 

メル・プウ

OMAR HASSAN 

オマール・ハッサン

ROSS CLARKE JONES 

ロス・クラーク・ジョーンズ

JEFF HAKMAN 

ジェフ・ハックマン

DAVE KALAMA 

デイブ・カラマ

PETER MEL

ピーター・メル

DION ATKINSON 

ディオン・アトキンソン

TIM WRENCH

ティム・レンチ

LUKE MUNRO 

ルーク・マンロー

MAZ QUINN 

マズ・クイン

NIC MUSCROFT 

ニック・マスクロフト

DANNY WILLS

ダニー・ウィルス 

TROY BROOKS 

トロイ・ブルックス

JAKE PATERSON

ジェイク・パターソン  

ANDREW MOONEY 

アンドリュー・ムーニー

RY CRAIKE 

ライ・クレイク

JAMIE MITCHELL 

ジェイミー・ミッチェル

HARLEY CLIFFORD 

ハーレー・クリフォード

TAMAROA MCCOMB 

タマロア・マッコム

MICHEL BOUREZ 

ミシェル・ボレーズ

WAYAN“BETET”MERTA 

ワヤン“ベテ”メルタ

MUSTAFA JACKSEN 

ムスタファ・ジャクセン

KENTA HAYASHI 

林 健太

ROSS MCGOURAN 

ロス・マクグーラン

JELLE DESHOUT

ジェレ・デシャウト

ALEX GIRAUD 

アレックス・ジロー

PETE KING 

ピート・キング 

JESUS FERNANDEZ 

ジーザス・フェルナンデス

ROMAN HACKL 

ローマン・ハックル

MICKY IGLESIAS 

ミッキー・イグレシアス

MARC HAZIZA 

マーク・ハジサ 

JAIME FONTECILIA 

ハイメ・フォンテシルア

JESUS DE PEDRO 

ジーザス・デ・ペドロ

SASCHA MULLER 

サーシャ・ミュラー

PUDDY ZWENNIS 

プディ・ズウェニス

INUS WIEHAHN 

イヌス・ヴィーハーン 

JOSH ROUILLON 

ジョシュ・ルイヨン

BRENTON WEIHRAUCH 

ブレントン・ワイフラウチ

TRISTAN WALKER 

トリスタン・ウォーカー
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ELITE SURF

JAPAN SURF TEAM

JAPAN SNOW TEAM

SNOW

YOUNG GUNS

AMBASSADORS

JEREMY FLORES

ジェレミー・フローレス
TRAVIS RICE

トラヴィス・ライス

MILLES FALLON

マイルズ・ファロン

MASATOSHI OHNO

大野 修聖

ATSUSHI ISHIKAWA

石川 敦士

JESSE PARKINSON

ジェシー・パーキンソン

KAEL  WALSH

カエル・ウォルシュ

MARC LACOMARE

マーク・レイクマ

KEHU BUTLER

ケフ・バトラー

TOM  CARROLL

トム・キャロル

MIKEY  WRIGHT

マイキー・ライト
RED GERARD

レッド・ジェラード

ANTTI OLLILA

アンティ・オリア

RAIHA ONOU

小濃 来波

IKUMI IMAI

今井 郁海

KADE MATSON

ケイド・マトソン

ARITZ  ARANBURU

アリッツ・アランブル

ALFONSO  ANTUNES

アルフォンソ・アントゥネス

MARK RICHARDS

マーク・リチャーズ

EZEKIEL LAU

イズキール・ラウ
SAMMY CARLSON

サミー・カールソン

FINN BILOUS

フィン・ビラス

KEANU CHRIS KAMIYAMA

上山 キアヌ 久里朱

KAITO JINGUJI

神宮寺 海人

MARCO MIGNOT

マルコ・ミニョ

MICHAEL DUNPHY

マイケル・ダンフィー

NOA DUPOUY

ノア・デュプイ

MEL PU'U

メル・プウ

KANOA IGARASHI

五十嵐 カノア
AUSTEN SWEETIN

オースティン・スウィーティン

GRIFFIN SIEBERT

グリフィン・シーバート

SOMA HIRAHARA

平原 颯馬

SEIGO SATO

佐藤 聖悟

RIO  WAIDA

和井田 理央

REEF MCINTOSH

リーフ・マッキントッシュ

LENNOX CHELL

レノックス・シェル
RIARU ITO

伊東 李安琉

TITUS KINIMAKA

タイタス・キニマカ

LEONARDO FIORAVANTI

レオナルド・フィオラヴァンティ
BRYAN FOX

ブライアン・フォックス

THIBAULT MAGNIN

ティボー・マグニン

ARASHI MURATA

村田 嵐

TAKAHIRO TANIGUCHI

谷口 貴裕

MATEUS HERDY

マテウス・ハーディ

KOA ROTHMAN

コア・ロスマン
WERNI STOCK

ウェルニ・ストック

KAI JONES

カイ・ジョーンズ

KAULI  VAAST

カウリ・ヴァースト
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